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１ はじめに  

「道民の森」は、１９８５年の国際森林年の記念事業として計画され、道民が森林とのふれあいを

通じて自然とともに生きる心を培うことを目的に、北海道が当別町と月形町にまたがる道有林を活

用して施設整備をすすめてきました。 

約１万１千ヘクタールの広大なエリアには、レクレーション、スポーツ、教育活動、林業体験な

ど、北海道の森林総合利用の拠点として多目的な機能を備えております。 

この手引きは、学校などの利用に際し、より楽しく充実した活動が行えるよう、「道民の森」の利

用方法をまとめたものです。ご利用いただくにあたり、先生や指導者の皆様に、ご理解をいただき

学校・社会教育の場としてご活用されますようにお願いします。 

 

２ 利用までの流れ 

（１） 施設の予約について 

団   体   区   分 予約受付期間 

Ａ 小学校の児童、中学校及び高等学校の生徒が学校教育又は教育委員会

主催事業（青少年対象）で利用する場合 
前年９月１日から 

Ｂ Ａ以外の団体（引率者を含め１０名以上）が児童・生徒を対象として

「森林に関する学習」のために利用する場合 

Ｃ Ａ・Ｂ以外の一般団体が利用する場合 利用する日の３ヶ月前から 

 電話にてお受け致します。 

   《予 約 先》 道民の森管理事務所 

   ＴＥＬ ０１３３－２２－３９１１  ＦＡＸ ０１３３－２２－３９９３ 

（２） プログラムについて 

ア プログラム内容について＝ １０ページ参照 

＊ 環境教育プログラムは、NPO 法人当別エコロジカルコミニティの専門スタッフが

実施しております。（内容は別添資料をご覧ください） 

＊ 森の観察会は、道民の森ボランティア協会の方がご案内いたします。 

  目的に合わせてアレンジもできますので、お問い合わせ下さい。 

イ プログラム申し込み 

＊ 実施日より４０日前までに，プログラム申込書（１１ページ）と学校で作成された 

タイムテーブルを管理事務所へＦＡＸ送信してください。後日、道民の森管理事務所

で作成した活動確認書をＦＡＸで返信いたします。 

ウ その他 

５月上旬に現地説明会を実施し、プログラム内容説明や施設見学を行います。 

  現地説明会に参加できない場合は、ご都合に合わせてプログラムの打ち合わせや現地

の下見確認をお願いします。来園日を事前にお知らせ下さい。 

※ 管理事務所の所在は当別町栄町１９２－７です。道民の森と４０ｋｍ離れてお

ります。 

（３） 施設利用料金の支払い 

       利用施設毎に、利用日当日現金にてお支払いください。 

 

３ 各施設の電話番号  

神居尻地区総合案内所 ０１３３－２８－２４３１  
宿泊施設（Ａ棟）   ０１３３－２８－２５２５ 
宿泊施設（Ｂ棟）   ０１３３－２８－２１５１ 
森林学習センター   ０１３３－２８－２５００   
月形地区案内所(陶芸館）０１２６－５３－２３５５ 

月形地区木工芸館   ０１２６－５３－２４１１  

一番川地区案内所 （この地区には固定電話はありません。携帯は圏外です。）  
   



 

 
４ ホームページでもご案内をしています。 

【ＵＲＬ】http://www.dominno-mori.org/ 
 
５ 道民の森の主な施設 
 

施 設 名 収 容 数 施設内容 利用時間 

 

 

 

 

 

 

神 

 

居 

 

尻 

 

地 

 

区 

 

総合案内所  学 習 室 ４０人 ｽｸﾘｰﾝ・ﾃﾚﾋﾞ･ﾋﾞﾃﾞｵ  9:00~16:30 

宿泊施設 

Ａﾌﾞﾛｯｸ 

管 理 棟  管理員室･食堂・厨房・浴室 部屋 ﾁｪｯｸｲﾝ  14:00 

   ﾁｪｯｸｱｳﾄ  10:00  

浴室  17:00~22:00 

       6:00~7:30 (ｼｬﾜｰのみ) 

食堂 (自炊方式) 

6:00~ 9:00 

11:00~13:00 

16:00~21:00  

BBQ コーナー 

   14:00~22:00 

やすらぎ棟 ４０人 4 人部屋/４室、6 人部屋/4 室 

こもれび棟 ８０人 4 人部屋/８室、6 人部屋/８室 

ＢＢＱｺー ﾅー  １２０人 カーポートの屋根付き 

宿泊施設

Ｂﾌﾞﾛｯｸ 

宿 泊

管 理 棟 
４０人 

管理員室･食堂・厨房・浴室  

4 人部屋/４室、6 人部屋/4 室 

せせらぎ棟 ４０人 4 人部屋/４室、6 人部屋/4 室 

ＢＢＱｺー ﾅー  ８０人 カーポートの屋根付き 

森林学習

センター 

研修室 Ａ ６０人 多機能視聴覚機器 
 

9:30~16:30 

 

研修室 Ｂ  １４０人  

研修室 全 ２００人  

体 育 館 

 
ﾊﾞｽｹｯﾄ１面、ﾐﾆﾊﾞﾚｰ・ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ３面 

卓球５台、放送機器 

(一般利用) 9:30~20:30 

(専有) 9:30~13:00（午前）   

13:00~16:30（午後） 

16:30~20:30（夜間） 

展示ホール 
３０人 森のシアター 

9:30~16:30 
１８人 森の体験工房 （工作） 

林間キャンプﾟ場 ２７床 ﾃﾝﾄ床（５ｍ×５ｍ）、炊事棟１棟 ﾁｪｯｸｲﾝ 14:00 ﾁｪｯｸｱｳﾄ 12:30 

営火場 

(ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ） 
１箇所 消火用水道、電源は無 9:30~22:00 

焼き肉広場 ２００人 
炉大 12 基、小 20 基、炊事場１

基 
9:30~16:30 

シャワー室 ４室 物品棟内  

月

形

地

区 

バンガロー １００人 10 人用/6 棟、4 人用/10 棟 
ﾁｪｯｸｲﾝ 14:00 ﾁｪｯｸｱｳﾄ 12:30 

学習キャンプ場 ２５床 芝床 、炊事棟１棟、六角棟１棟 

陶 芸 館 ２０人 管理員室、陶芸工作室 
午前  9:30~11:30 

午後 13:30~16:30 

シャワー室 3 室 陶芸館内  

一

番

川

地

区 

オートキャンプ場 ２５０人 個別サイト ５０サイト 

ﾁｪｯｸｲﾝ 14:00 ﾁｪｯｸｱｳﾄ 12:30 

自然体験ｷｬﾝﾌﾟ場 １７５人 フリーサイト ３５張分 

http://www.dominno-mori.org/


 

  
６ 施設利用料金表（料金の支払いは、利用施設ごとに全て現金払いでお願い致します。） 

 

地区 施 設 別 内    訳 利用料金額 備   考 

神 
   
 

居 
 
 

尻 

総合案内所学習室  １時間につき  ２，０００円  

宿 泊 施 設 

コ テ ー ジ 
一 般 棟  

４人用 １泊１部屋 １４，０００円 

 
６人用 １泊１部屋 １６，０００円 

宿泊管理棟 
４人用 １泊１部屋 １２，０００円 

６人用 １泊１部屋 １４，０００円 

２の (1)の A
又は B の利用 
（引率者含） 

小・中学生 １泊１人 ６００円 
児童・生徒を引率する
者を含む 

高校生   １泊１人 １，０００円 

体 育 館 

個人利用 

一 般 １回 ４００円 

ただし、学校教育で利
用する高校生は、無料 

高校生 １回 ２００円 

小・中学生  無料 

専有利用 

午前（ 9:30~13:00） １１，０００円 

 午後（13:00~16:30） １１，０００円 

夜間（16:30~20:30） １４，０００円 

研 修 室 
 
 

Ａ  室 １時間    ２，０００円 
工作活動等で使用 
 工作材料費 
  ２００円～ 
 

Ｂ  室 １時間 ３，０００円 

全  室 １時間 ５，０００円 

展 示 ホ ー ル   無料  

林 間 ｷ ｬ ﾝ ﾌ ﾟ 場 床 １泊１床 ２，５００円  

シ ャ ワ ー 室  １回２０分 ４００円 物品棟内 

営 火 場   無料 薪 １束２００円 

焼 き 肉 広 場    ２００名程度 無料  

月 
 
 

形 

バ ン ガ ロ ー 
１０人用 １泊１棟 １１，０００円 

 ４人用 １泊１棟 ６，０００円 

学 習 ｷ ｬ ﾝ ﾌ ﾟ 場 床 １泊１床 ２，５００円 

陶 芸 体 験 

一 般 午前・午後 各１回 ４００円 

粘土代 
1kg ６００円～ 

高校生 午前・午後 各１回 ２００円 

中学生まで 午前・午後 各１回 無料 

木 工 体 験 

一 般 午前・午後 各１回 ４００円 
材料費 

２００円～ 
 

高校生 午前・午後 各１回 ２００円 

中学生まで 午前・午後 各１回 無料 

シ ャ ワ ー 室  １回２０分 ４００円 陶芸館内 

 

一
番
川 

オートキャンプ場 個別サイト １泊１サイト ６，０００円  

自然体験キャンプ場 ﾌﾘｰサイト １泊１張 ２，５００円  



 

  
 

７ 宿 泊 施 設 利 用 に つ い て  

この施設は自炊方式の宿泊施設です。全てセルフサービスとなっておりますのでご協力をお願いします。 

（１） 宿泊料金の支払いについて 

・ チェックイン時に、宿泊棟管理員へ現金にてお支払いください。マスターキー又は各部屋の鍵をお渡しします。  

・ チェックアウト時に、鍵はまとめて管理員へお返しください。 

（２） 各部屋の利用について 

・ 事前に部屋割り表の提出をしていただきます。（実施日の２０日前まで） 

・ お部屋内での焼き肉は（ホットプレート利用も含む）は出来ません。  

・ 備え付けの鍋などは、使用後きれいに洗ってください。 

・ 備え付けの掃除用具を使って各自で清掃をお願いします。 

・ 各部屋で出たゴミは、お持ち帰りください。ただし、生ゴミだけは、しっかり封をしてゴミステーションの 

ボックスに入れてください。 

（３） 寝具類等について（5 ページ参照） 

・ 寝具類は、寝袋、マットレス、毛布、枕、シーツ、枕カバーです。 

・ シーツ等の交換が必要な方は、担当者を通して管理員に申し出ください。 

・ 使用後は、きちんと整理整頓をしてください。 

・  使用後のシーツ、枕カバーは指定された場所に置いてください。 

（４） 食堂、厨房のご利用について（５ページ参照） 

・ まな板は、使用前に消毒用アルコールをスプレーしてください。 

・ 使用した備え付けの鍋や食器類はきれいに洗って、元の位置にきちんと戻してください。 

・ ゴミは、お持ち帰りください。生ゴミだけは、しっかり封をしてゴミステーションのボックスに入れて 

ください。（ゴミ袋はご用意ください。）ただし，有料ゴミ袋をご購入いただくと、ゴミはお預かりでき 

ます。（燃やせるゴミ（紙類、布類、段ボール）＝１枚(45Ｌ)500 円、燃やせないゴミ（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ，発泡類､ 

ペットボトル）=1 枚(90Ｌ)300 円、燃えないゴミ（缶、ビン，焼き網など）=1 枚(90Ｌ)300 円 

（５）食材などの調達について 

・当別町内の商店をご紹介します。利用される場合は直接業者と打ち合わせをしてください。(別紙参照) 

（６） 浴室の利用について 

・ 浴室は男女別の共同浴場です。（Ａ棟シャワー８基，Ｂ棟シャワー５基､各湯船あり） 

・ 浴室の利用は、１７時～２２時までに済ませてください。 

・ 朝、６時～７時３０分まで、シャワーのみご利用出来ます。 

・ 浴場には、ﾎﾞﾃﾞｨｿｰﾌﾟ・ｼｬﾝﾌﾟｰ・ﾘﾝｽは設置しています。タオル等は各自で用意してください。 

（７） キャンプファイヤー用の薪販売について 

・ １束 ￥２００（薪５０ｃｍ× ２５本程度） 

  宿泊Ａブロックの管理員が扱っております。宿泊施設からリヤカーにて営火場まで運んでくさい。 

・ 薪代は、使用した分を管理員へお支払いください。  

・ １回のキャンプファイヤーで３束位が目安です。  

・ 点火用のトーチ等はご用意ください。 

（８） 健康管理について 

・  活動中に傷病等が発生した時は、森林学習センター内の保健室を利用してください。必要に応じて 

 救急処置用品、薬品も用意しています。ただし，内服薬については保護者様の責任によりご用意ください。 

 



 

 

（９）寝具の取り扱いについて 

 寝具類の準備と整理整頓についてはご協力ください。 

（準備） 

① マットレスを敷き、その上に寝袋を敷いてください。 

② シーツを寝袋の中に入れ､上端を襟カバーとして 30cm 程度 

折返し、下端も 30cm 程折返してマットの下に差し込んでください。 

※寝袋が汚れますので、シーツは必ず使用してください。 

③ 枕カバーに枕を入れてください。 

④ 毛布を使用する場合は、寝袋のうえに掛けてください。 

（整頓） 

① 毛布は八つ折りにしてください。 

② 寝袋・マットは三つ折りにしてください。 

③ 元の場所に、重ねて整理してください 

④ 使用済みのシーツ・枕カバーは、畳んで宿泊棟の 

指定場所に置いてください。 

 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

Ａブロック 食堂厨房用品類（食器）内訳表 

品 名 数 量 品 名 数 量 

流し台 １２ ザル １２ 

調理台（大型） ６ 長角トレイ １２０ 

二口ガステーブル（グリル付） ８ ランチプレート（4 つ区切り） １２０ 

業務用ガスコンロ ４ コップ １２０ 

ガス炊飯器（２升炊き） ６ モーニングカップ １２０ 

鍋（特大）45cm 32 ㍑ ２ 湯飲み茶碗 １２０ 

鍋（大） 36cm 25 ㍑ ４ 飯用どんぶり １２０ 

鍋（中） 23cm 16 ㍑ １２ 飯用どんぶり（蓋） １２０ 

鍋（小） １２ 汁椀 １２０ 

フライパン 26cm １２ 汁椀 （蓋） １２０ 

中華鍋   34cm １２ 菜皿 １２０ 

バッド（ｽﾃﾝﾚｽ製） １２ 煮物用深鉢 １２０ 

ポリペール ４ 煮物用深鉢 （蓋） １２０ 

キッチンスケール １２ 角小鉢 １２０ 

電気ポット １ うどん用どんぶり １２０ 

やかん（大） ３ カレー皿 １２０ 

ペティナイフ（ｽﾃﾝﾚｽ製） １２ 箸 １２０ 

料理用はさみ １２ デザートフォーク １２０ 

三角コーナー １２ ディーケーキフォーク １２０ 

まな板 １２ デザートスプーン １２０ 

野菜調理器 １２ スプーン １２０ 

すり鉢・すりこぎ １２   

包丁（ｽﾃﾝﾚｽ製） １２ 布巾 一式 

計量カップ １２ 食器洗い用スポンジ 一式 

計量スプーン １２ 流し台用たわし 一式 

ゴムへら １２ 食器洗い用洗剤 一式 

泡立器 １２   

缶切り兼用栓抜き １２ フライパン 35cm ４ 

飯へら １２   

菜箸 １２ 製氷器 １ 

ボール（大・中・小）３個セット １２   

 



 

 
Ｂブロック 食堂厨房用品類（食器）内訳表 

品 名 数 量 品 名 数 量 

流し台 ８ 長角トレイ ８０ 

調理台（小型） ３ コップ ８０ 

二口ガステーブル（グリル付） ７ モーニングカップ ８０ 

業務用ガスコンロ １ 湯飲み茶碗 ８０ 

電気炊飯器（２升炊き） ２ 飯用どんぶり ８０ 

電気炊飯器（５合炊き） ８ 飯用どんぶり（蓋） ８０ 

鍋（特大）45cm 32 ㍑ ０ 汁椀 ８０ 

鍋（大） 36cm 25 ㍑ ４ 汁椀 （蓋） ８０ 

鍋（中） 23cm 16 ㍑ ８ 菜皿 ８０ 

鍋（小） ８ 煮物用深鉢 ８０ 

フライパン 26cm ８ 小鉢 ８０ 

中華鍋   34cm ８ うどん用どんぶり ８０ 

バッド（ｽﾃﾝﾚｽ製） ８ カレー皿 ８０ 

ポリペール ２ 箸 ８０ 

やかん（大） ２ デザートフォーク ８０ 

ペティナイフ（ｽﾃﾝﾚｽ製） ８ ディーケーキフォーク ８０ 

料理用はさみ ８ デザートスプーン ８０ 

三角コーナー ８ スプーン ８０ 

まな板 ８   

野菜調理器 ８ 布巾 一式 

包丁（ｽﾃﾝﾚｽ製） ８ 食器洗い用スポンジ 一式 

計量カップ ８ 流し台用たわし 一式 

計量スプーン ８ 食器洗い用洗剤 一式 

ゴムへら ８   

泡立器 ８ 製氷器 １ 

缶切り兼用栓抜き ８   

飯へら ８   

菜箸 ８   
ボール（大・中・小）3 個セット ８   

ザル ８   

    

 
 



 

 
８ 道民の森における救急体制について 

道民の森で「急病」や「ケガ」などで応急処置が必要になった場合に備え、次の取組を行っています。 

■医薬品・救急機材の配備 

設 置 施 設 名 ＡＥＤ 応急ｾｯﾄ 常備薬 蜂刺対応 車椅子 担 架 

神居尻地区案内所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

森林学習センター ○ ○ ○ ○  ○ 

コテージＡ棟管理棟 ○ ○ ○ ○ ○  

コテージＢ棟管理棟 ○ ○ ○ ○   

一番川地区案内所 ○ ○ ○ ○   

月形地区陶芸館 ○ ○ ○ ○   

月形地区木工芸館 ○ ○ ○ ○   

■救急隊との連携 

急病やケガによって傷病者ご本人または、ご家族から救急隊出動の要請があった場合には、救急隊指示 

のもとに、現地の車両を使用して疾病者を救急隊と合流する地点まで搬送します（夜間も含む）。これに 

より、搬送時間の短縮が図られます。 

■ヘリポートの確保 

重篤な病気やケガに対応するため､ドクターヘリがヘリポートとして使用可能な空間を神居尻地区及び 

青山中央地区に各一箇所確保しています。 

■研修の実施 

現地スタッフは所轄消防署救急隊員を講師とする研修を受講し､応急処置方法の習得に努めています。 

    ■当別町･月形町病院及び夜間救急病院  

区分 病 院 名 電話番号 住    所 

内科 

勤医協当別診療所 0133-23-3010 当別町末広 118-52 

田園通りさわざき医院 0133-23-2055 当別町北栄町 17-13 

とうべつ内科クリニック 0133-22-1313 当別町西町 21-9 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ通り内科循環器科ｸﾘﾆｯｸ 0133-25-3151 当別町太美町１488-348 

さいわい内科消化器ｸﾘﾆｯｸ 0133-27-7591 当別町幸町 51－32 

当別あんしんクリニック 0133-27-8012 当別町園生町 5３－3９ 

整形 とうべつ整形外科 
0133-25-5040 

当別町六軒町 72-4 

※月･木のみ午後 6 時まで 

ふとみクリニック 0133-25-3800 当別町太美町 2343-101 

耳鼻科 スエーデンヒルズ耳鼻咽喉科 0133-27-6630 
当別町獅子内 1122－10 

眼科 石狩当別眼科 0133-22-3230 
当別町弥生 6564-45 

 
夜間 
・ 

救急 

江別市夜間急病ｾﾝﾀｰ 

江別市錦町 14-5（内科・小児科） 
011-391-0022 毎日 午後７時～翌朝７時 年中無休 

勤医協中央病院（内科) 

札幌市東区東苗穂 5 条 1 丁目 9-1 
011-782-9111 午後７時～翌朝９時 

月形町立病院 0126-53-2241 夜間は救急のみ（ダニ処理可） 

救急安心センターさっぽろ ♯７１１９又は０１１－２７２－７１１９ 

北海道救急医療情報案内センター ０１１－２２１－８６９９ 

こども医療でんわ相談 ♯８０００又は０１１－２３２－１５９９ 

北警察署当別交番 ０１３３－２３－２１５１ 当別消防署 ０１３３－２３－２５３７  

月形警察官駐在所 ０１２６－５３－２２３３ 月形消防署 ０１２６－５３－２１５４ 

 



 

 

■その他の緊急連絡先 

 ・江別市  江別市立病院             ０１１－３８２－５１５１（若草町） 

        渓和会江別病院（江別消防署隣）    ０１１－３８２－１１１１（野幌） 

 

 ・岩見沢市 岩見沢市立総合病院          ０１２６－２２－１６５０ 

         岩見沢労災病院            ０１２６－２２－１３００ 

 

 ・美唄市  美唄労災病院             ０１２６－６３－２１５１ 

  

 ・砂川市  砂川市立病院             ０１２５－５４－２１３１ 

 

 ・滝川市  滝川市立病院             ０１２５－２２－４３１１ 

 

 

滝川市 

浜益村                   ５０ｋｍ 

 

       ４０ｋｍ 

 

砂川市 

 

 

 

美唄市 

  道民の森 

神居尻地区 
 

一番川地区 

４０ｋｍ 

厚田村 月形地区 

 

月形町  ２０ｋｍ      岩見沢市  ６０ｋｍ 

当別町市街 

４０ｋｍ 

江別市 

６０ｋｍ 

 

札幌市  ８０ｋｍ 

 



 

９ 学校等へのプログラムの提供について 

 

☆野外活動編 

 
☆室内活動編（森林学習センター内） 

活動種目 内    容 所要時間・人数 

工作活動 

 

１ オリジナル表札 

(１枚 250 円） 

枝・つる・実など使って表札やﾌﾟﾚｰﾄを

作ります。 

1 時間 30 分~2 時間 

   100 名程度 

２ 押し花、葉のｽﾃﾝﾄﾞ

ｸﾞﾗｽふう 

（1 枚 200 円） 

押し花や落ち葉、色画用紙、透明ﾌｲﾙﾑを

使ってステンドグラス風を作成します。 

1 時間 30 分~2 時間 

20 名程度 

＊作品を持ち帰る袋など用意してください 

展示  

ホール 

展示ホール内のシアター

（ ３ ０ 名 程 度 ） に て  

ＤＶＤ放映、展示物の 

見学 

 

No DVD タイトル 内  容 時間 

１ 人と木 世界の森林を守るため、私たちに

できること。森林の役割を考える 

２０分 

２ 北の大地に息づく命 

北海道の森 

北海道の森の四季、多様な動植物 

森の保全･保護活動の紹介 

３５分 

３ 森に生きる 

森の名手･名人 

機械化林業家、草木染め作家、  

漆塗りの職人などを紹介している 

３２分 

４ ドングリと森のお

はなし 

ドングリ･森の種類、森をつくる､

手入れ、海と森の繋がり 

３０分 

５ アリとキリギリス等の童話。トムとジェリーなどの子ども向け

DVD もあります。（１コマ８分×８コマ＝６４分） 

体育館 キャンドルツリー 
体育館で行います。(13 本のキャンドル

で、キャンドルツリーのろうそくに点火

します) 

１時間程度 

 ロウソクは用意しています  

 費用＝ 無料 

 
月形地区 

陶芸体験 粘土 1Kg、６００円～  ２時間程度  20 名 

木工体験 材料費  ２００円～ ２時間程度  30 名 

※ 他の団体とプログラムの重複や指導スタッフの配置の関係でご希望に添えない場合がありますので、予め 

ご了承願います。                                        

※ プログラムの申し込みはプログラム利用申込書で、40 日前までに管理事務所へＦＡＸしてください。 

（FAX ０１３３－２２－３９９３) 

 

活動種目 期 間 内      容 備   考 

森の観察会 ５月～１０月 
神居尻地区の散策ｺｰｽを道民の森スタッフ
が、森の草花や木々を説明します。 

２時間程度 

 

登  山 ５月～1０月上旬 
神居尻山（９４７ｍ）Ａ・Ｂ・Ｃの３ｺｰｽ。
自主活動になります。ルートの確認や安全管
理など、事前の調査をお願いします。 

５時間~６時間程度 

環境教育 
プ ロ グ ラ ム 
（ワンダースク
ール） 

５月～１０月 

NPO 法人当別ｴｺﾛｼﾞｶﾙｺﾐﾆﾃｨのスタッフに 

より、プログラムを実施いたします。 

＊TEC のホームページ http://tectec-

ee.wixsite.com/website 

メルアド 
tectec_ee@yahoo.co.jp 

キャンプ   

ﾌｧｲﾔｰ 

営火場は 1 カ

所のみ 

マキのみ販売してます。  

（１束２００円）。点火用のトーチなどはご

用意ください。灯油等の使用は厳禁。 

宿泊施設より、営火場まで 

徒歩 10 分。 

mailto:tectec_ee@yahoo.co.jp


 

 

１０ プログラム利用申込書 

   年   月   日 

学校・団体名                       団体名                        

 

担当者名           (携帯番号)            （ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ）          ）             

電話                               ＦＡＸ                   ＦＸ                          

次のとおり、プログラムを申し込みます。 

（利用月日）  月  日 ～  月  日 生徒（男子）  人(女子)  人 （引率）  人 合計   人 

プ ロ グ ラ ム 種 目 希 望 日 時 人 数 備  考 

野 

外 

活 

動 

１ 森の観察会    日  ：  ～  ： 
  

２ 登 山    日  ：  ～  ： 
  

３環境教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

（ワンダースクール） 

日  ：  ～  ：  

 日  ：  ～  ：  

  

日  ：  ～  ：  

日  ：  ～  ： 

  

４ キャンプﾌｧｲﾔｰ  日  ：  ～  ： 
  

室 

内 

活 

動 

５ 工作 

 

① ｵﾘｼﾞﾅﾙ表札  日  ：  ～  ： 
  

②押花・葉ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ    日  ：  ～  ：    
  

    日  ：  ～  ： 
  

６ 展示ホール    日  ：  ～  ：  
 

７ 体育館    日  ：  ～  ：  
 

８ キャンドル（体育館）    日  ：  ～  ：  
 

月

形 
９ 陶芸体験 １０ 木工体験   

 

 

 

雨 

天 

時 

活 

動 

    日  ：  ～  ：  
 

 
   日  ：  ～  ：  

 

 
 日  ：  ～  ：  

 

 
日  ：  ～  ：   

 

 
日  ：  ～  ： 

  

 
日  ：  ～  ： 

  



 

 

工 作 作 品 例 

          

   オリジナル表札 （１枚 ２５０円）（所要時間 ：１時間３０分~２時間程度） 

    ３０ｃｍ×１５ｃｍの板に、小枝や木の実などを使用し、オリジナルな表札を作ります 

 

 

 

 

ステンド風 切り抜き（１枚 ２００円）（所要時間 ：１時間３０分~２時間程度） 

  Ａ４サイズの黒画用紙を切り抜き、木の葉などでアレンジして、ラミネート加工をします。 

  壁飾りや、ランチョンマットなどとして使用できます 

 

 

 

 

 

 

 

   ※作品を持ち帰る袋を、各自で用意してください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校宿泊学習　タイムテーブル（参考）

※2日目、別の学校の宿泊がある場合は，10時チェックアウトお願いします

☀晴天 ☂雨天 両日☀晴 両日☂雨 ☀晴天 ☂雨天 両日☀晴 両日☂雨

6:00

起床 起床

7:00 朝食準備 朝食準備

朝食 朝食

8:00

部屋清掃 部屋清掃

9:00

10:00 到着 到着

退村式

11:00

12:00 昼食 昼食

13:00 退村式

14:00

15:00 各部屋入室 各部屋入室

夕食準備 夕食準備

16:00

17:00 夕食 夕食

18:00 夕食片付け 夕食片付け

19:00

20:00

21:00

22:00

就寝 就寝

キャンプファ

イヤー又は

環境プロ（ナ

イトプログラ

ム）

キャンドル
又はレク
レーション

キャンプファ

イヤー又は

環境プロ（ナ

イトプログラ

ム）

キャンドル
又はレク
レーション

入浴 入浴

昼食 昼食

クラフト作り クラフト作り
環境プロ
グラム

スポーツレ
ク・展示
ホール見学

環境プロ
グラム

環境プロ雨
バージョン

クラフト作
り

クラフト作
り

森の観察会
森の観察会
雨バージョ
ン

環境プロ
グラム

環境プログ
ラム雨バー
ジョン

パターン　１ パターン　２

１日目 ２日目 １日目 ２日目



 

 

神居尻地区の施設 

（神居尻総合案内所・森林学習センター・コテージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道道２８号 



 

 

森林学習センター、コテージ（Ａブロック・Ｂブロック）の配置 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂブロック ８０名収容 

Ａブロック １２０名収容 

森林学習センター 



 

 

森林学習センターの概要 
 自然と一体となった効果的な森林学習の場として、宿泊を伴った多様な利用や日帰りでの繰り返しの利用を考慮して整備された。 

 ■施設内容 展示室、研修室、体育館、事務室、機械室などからなり、道産材による大断面集成材や造作材をふんだんに使用している。 

        ・構造～木造（梁柱：集成材使用、鉄筋コンクリート・鉄骨造） 

        ・規模～１階建、床面積２，２８０㎡ 

室  名 床面積（㎡） 施  設  の  内  容 

展 示 室 ２８９ 森・自然・環境等を体験学習できる展示物やコーナーを配置 

研 修 室 ２９４ 各種の森林学習・研修・講演等に利用可能な視聴覚器材を配置 

体 育 館 ８２２ レクリェーション・セミナー・集会・雨天時の活動等に利用可能 

事 務 室 １１８ 施設の管理、案内、宿泊施設の受付等 

機 械 室 １３０ 熱源供給、受変電、上水等の機械設備 

乾 燥 室 ２７ 利用用具の乾燥、保管等 

玄関ホール・廊下等 ６００  

計 ２，２８０  

 ■想定される利用形態 

  ① 展示室 楽しみながら森林の機能や自然環境などを体験学習する 

   ・平日は、主に学校などの団体の利用 

   ・休日は、家族連れやグループによる 

  ② 研修室 展示室や体育館の機能と連携し、森林や林業などに関する研修などを行う 

   ・主に学校などの団体利用における自然教育・研修などに利用 

   ・多人数での木工作など展示室の機能を補完する利用 

  ③ 木材の良さに触れながら、森林での学習を多様化する 

   ・学校などの団体利用における多人数での研修・講演などで利用 

   ・学校などの団体利用における雨天時の室内学習で利用 

   ・学校などの団体利用におけるレクリェーション、スポーツなどで利用 

   ・家族連れやグループの自由な利用 

  

森林学習センター平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

森で過ごすための注意   

 

１ 服 装    

森では、動きやすく活動に便利な服装（ジャージなど）を選ぶことが大切です。    

シャツ＝ 防虫や直射日光避けに「長袖のシャツ」を用意しましょう。 

ズボン＝ すり傷などの防止や、防虫のために「長ズボン」を用意しましょう。 

帽子 ＝ 風通しが良く、つば付きの物がよいでしょう。 

くつ ＝ 野外活動でポイントになります。はきなれた歩きやすい物で、底に滑り止めのある物

を選びましょう。                  

手袋 ＝ ケガや防虫のため「軍手（木綿製）」などの手袋を用意しましょう。 

２ 雨 具 

外での活動では、急に天候が変わることがありますので、カッパなどの雨具を用意しましょう。 

３ その他 

水筒（特に登山活動をするときに重要です）、タオル、虫除けスプレー、虫さされ薬、

リュックサック等を用意しましょう 

 

※野外における危険な生物の一例 

＊ スズメバチ 

スズメバチから身を守るためには、まずハチが興奮する黒色系の服装を避けること。 

化粧品や汗の臭いに敏感に反応するので、強い臭いに注意する。大きな声をだしたり、 

手や物を振らないこと。また、巣を見つけたときは、後ずさりして離れること。 

近くにハチが飛んできたときは、手で払ったり、タオルなど振り回したりせず、目を細めて顔を

伏せ、ゆっくりしゃがみ込み、飛び去るまでじっとしていましょう。 

・万が一、刺されてしまったら……… 

 吸引器（総合案内所、学習センターに備え付けてありますが、引率される方も携行して下さ

い）を使って毒を吸い出し、傷口を水で洗い、抗ヒスタミン剤を含んだステロイド軟膏を塗る

など応急措置をして下さい。ひどく腫れたり、じんま疹、めまいなどの全身症状がでたときは、

病院へ急行し、医師の手当を受ける必要があります。 

２ ヤマウルシ・ツタウルシ 

ヤマウルシは羽状複葉の落葉低木、ツタウルシは三葉複葉のつる植物で、どちらも秋には

美しく紅葉する。人によって程度は違うが、葉や茎などに触ったり、樹液に触れると毒性

分のウルシオールによって水疱性炎症（かぶれ）を起こす。万が一かぶれてしまったら、

皮膚科の医師の診断を受ける。 

３ 花粉症（アレルギー） 

植物の花粉によって起こるアレルギーの病気です。 

樹木や草花の花粉が飛ぶ季節に、花粉が目や鼻の粘膜に付着することで症状が現れます。 

・原因になる植物 

ハンノキ、シラカバ、ヨモギ、イネ科（カモガヤ、チモシーなど） 

 

 



 

 

 

道民の森管理事務所 
 

〒０６１－０２１６ 

 石狩郡当別町栄町１９２－７ 

  （道民の管理事務所から道民の森神居尻地区までの行程は約４０ｋｍ） 

 ＴＥＬ０１３３－２２－３９１１  ＦＡＸ０１３３－２２－３９９３ 

 

道民の森神居尻地区 ４０ｋｍ 

                           道道２８号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道民の森管理事務所       国道２７５号 

 

ＪＲ当別駅 


	《予　約　先》　道民の森管理事務所

